
4月11日（金）　2025年度春季リーグ戦第２節１回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

阪公大 1 1 0 0 0 0 1 0 0 3

阪南大 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 根来 3 5 4 0 1 遊 阪井 4 4 1 0

2 遊 疋田 4 3 2 1 2 左 澤田哉 1 4 1 1

3 右 前田 3 4 1 0 3 右 藤本 2 3 0 0

4 指 京橋 4 3 2 1 4 一 大倉 3 3 0 0

5 左 林 2 5 1 1 打 小出 3 1 0 0

6 三 田中創 3 3 0 0 一 小原 2 0 0 0

三 石守 4 0 0 0 5 三 由谷 3 2 2 0

7 一 菱田 2 4 1 0 6 捕 中濱 3 2 1 0

一 大西 4 0 0 0 7 中 土倉 4 3 1 1

8 二 樋口 4 2 0 0 8 指 中村 1 2 0 0

9 捕 小田竜 4 4 0 0 打指 吉田 2 2 0 0

投 片山 3 - - - 9 二 高橋 2 2 0 0

宮田 2 - - - 打 川西 2 0 0 0

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点 二 二宮 2 1 0 0

3 4 4 1 2 33 11 3 投 元木 2 - - -

田中 3 - - -

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

3 7 1 0 2 29 6 2
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【投手成績】 【投手成績】
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片山 6 96 26 20 6 3 5 2 2 元木 6 1/3 116 29 23 8 1 3 3 3

宮田 3 56 11 9 0 0 2 0 0 田中 2 2/3 46 12 10 3 2 1 0 0

合計 9 152 37 29 6 3 7 2 2 合計 9 162 41 33 11 3 4 3 3

【戦評】

第１節からは切り替え、今季初勝利を掴み取るべく気を引き締め直し挑みました。

試合は初回から動きます。先頭の根来（経３・府立生野）が見事なセーフティバントを決めると、すかさず二盗を決め、いきなりチャンスを作ります。そして、林（工２・大阪明星）の適時打で１点を先制します。

さらに２回表、菱田（農２・関西大倉）が安打を放つと、続く樋口（工4・刈谷）の犠打に野手選択が絡み、無死一二塁とします。その後根来が２本目となる安打を放ち、菱田は一気にホームを狙いますが、惜しくもタッチ

アウト。追加点とはなりません。しかし、続く主将疋田（工４・広島新庄）の適時打で１点を挙げます。

一方、先発の片山（生３・府立池田）は、安打や四死球を許しますが、林の好守備や自身の牽制などもあり、２回までを無失点に抑えます。

しかし３回裏、四球を許すと次打者に適時二塁打を浴び、１点を返されます。

６回裏、ここまで粘り強いピッチングで最少失点に抑えてきた片山ですが、連打を浴び一死二三塁のピンチを背負います。そして犠牲フライにより１点返され同点、試合は振り出しに戻ります。

片山を援護したい攻撃は７回表、すかさず反撃します。先頭の根来が安打で出塁すると、疋田の犠打、前田（現３・須磨学園）の安打で一死一三塁とします。そして、続く４番京橋（経４・清教学園）の適時打で１点追加、

すぐさまリードを取り戻します。

その裏、片山に代わり宮田（工２・倉敷青陵）がマウンドに上がります。四球で許したランナーに三塁まで進まれますが、落ち着いて後を抑え無失点で切り抜けます。

リードをさらに広げたい最終回の攻撃。先頭の根来が４本目となる安打で出塁すると、続く疋田が見事な犠打で送ります。さらに根来が三盗を決めチャンスを作りますが、惜しくも後続が絶たれます。しかし、最後まで相

手にプレッシャーをかけ、流れを渡しません。

あとは守るだけの９回裏。宮田はテンポ良い投球で相手打線を抑え込み、三者凡退で試合終了。３－２で勝利いたしました。


